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研究要旨 
 

「向精神薬の処方実態の解明と適正処方を実践するための薬物療法ガイドラインに関する研究」
（2017～2018 年度厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業））で作成した精神科薬物
療法の出口戦略に関するガイドラインは、科学的根拠に基づくものであるが、実臨床においては、
多様な患者に適用しにくいという課題があった。また、現在の医療においては患者中心志向性が求
められており、エビデンスを基に患者自身が選択を行えるように、援助する必要がある。そこで、本
研究では、睡眠薬を服用中の不眠症患者を対象として、睡眠薬の休薬を考えた場合の意思決定を支
援する共同意思決定（Shared decision making: SDM）の患者向け補助資材である Decision Aids(DA)
を作成することを研究の目的とした。出口戦略に関するガイドライン作成の際に行ったエビデンス
レビューの結果を用いて、睡眠薬の減量・中止方法について検討した。本 DA においては睡眠薬の漸
減法と、それに加えて認知行動療法を併用する選択肢について、患者と医療者が SDM を実施するた
めの支援を行う。 

今後は、作成した DA の素案を基に、医療者及び患者を対象とした使用感調査を行う予定である。 

 
Ａ．研究目的 
 

「向精神薬の処方実態の解明と適正処方を実

践するための薬物療法ガイドラインに関する研

究」（2017～2018 年度厚生労働科学研究費補助金

（障害者政策総合研究事業））で作成した精神科

薬物療法の出口戦略に関するガイドラインは、科

学的根拠に基づくものであるが、実臨床において

は、多様な患者に適用しにくいという課題があっ

た。また、現在の医療においては患者中心志向性

が求められており、エビデンスを基に患者自身が 

 

選択を行えるように、援助する必要がある。そ

こで、本研究では、睡眠薬を服用中の不眠症患者

を対象として、減薬を考えた場合の意思決定を支

援するDecision Aids(DA)を作成することを研究

の目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 

出口戦略に関するガイドライン作成の際に行っ

たエビデンスレビューの結果を用いて、睡眠薬

の減量・中止方法について検討した。本 DA にお
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いては睡眠薬の漸減法と、それに加えて認知行

動療法を併用する選択肢について、患者と医療

者が SDM を実施するための支援を行う。作成し

た DA の素案を基に、医療者及び患者を対象とし

た使用感調査を行う予定である。 

  
倫理面への配慮 

 医療者及び患者を対象とした使用感調査を開

始する際には、倫理委員会の審査を受け、その承

認のもとに行われる。現在、杏林大学倫理審査委

員会の審査中である。 
 
Ｃ．研究結果 

向精神薬出口戦略ガイドラインを基に、当事者

に 役 に 立 つ 治 療 意 思 決 定 支 援 の た め の

DecisionAids(DA)の素案を作成した。 
意思決定すべき課題としては、睡眠薬の休薬を

目指す方法として、睡眠薬の漸減法を用いる方法

と、それに加えて認知行動療法を併用する方法を

選択肢として提示し、それぞれの利点、欠点を記

載した。 
それぞれの選択肢を選択した結果については、

我々の行ったメタ解析の結果を基に、実数値を記

載した。 
 
＜参考資料 1＞ 
 

Ｄ．考察 
 前研究班によって作成された向精神薬の出口
戦略ガイドラインを一般市民が使用できるよう
に DA を作成することを目指した。素案を作成す
ることができたが、この DA を使用することが有
用であるのかについては、実地で患者及び医療
者に対して使用感を調査する必要がある。 
 

Ｅ．結論 

 向精神薬出口戦略ガイドラインを基に、当事者

に 役 に 立 つ 治 療 意 思 決 定 支 援 の た め の

DecisionAids(DA)の素案を作成した。今後使用感 

調査を行う。 
 
Ｆ．研究発表 
高江洲義和「ベンゾジアゼピン受容体作動薬」
第 115 回日本精神神経学会.シンポジウム:精神
科薬物療法の出口戦略を考える.新潟.2019 年 6
月 22 日 
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